
（代）

10月末現在  （前月比） 10月中の異動
（－１７人）
（－ ３人）
（－２０人）
（＋５世帯）

６，７６５人
７，３９１人
１４，１５６人
４，７５４世帯

８人
１７人
１７人
２８人

（前月比＋50）

（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）
（前月比±0）

（61.7％）

（87．6％）
（81．8%）
（94．6%）
（83．1%）
（86．0%）
（58．4%）
（81．4%）
（56．3%）

1,173／約1,900

113／129
148／181
35／037
216／260
111／129
45／077
215／264
205／364

（件）（10月31日現在）

（茂昭・香代子）

（康則・夕貴）

（行伸・真実）

（晃佑・祐子）

（一行・仁美）

（ 恵 久・愛 ）

（龍一・真衣）

（女）

（女）

（女）

（男）

（女）

（女）

（男）

東岩代

下大橋

芝　崎

片　町

北　道

山　内

市井川

/

/

/

/

/

/

/

23

25

5

7

9

19

19

９

９

10

10

10

10

10

き さ き

め い さ

ゆ い な

そ う ご

り お

ふ う か

え い と

　森　　希彩妃

　　　　明　咲

摺　石　結　菜

梅　畑　颯　吾

前　田　莉　央

生　田　楓　香

　　川　瑛　音

（９０）
（９５）
（９１）
（８２）
（９２）
（８９）
（９２）
（７０）
（７７）
（９８）
（９１）
（６９）
（９６）
（８０）
（８１）
（９６）
（８８）

南　道
西本庄
西本庄
片　町
埴　田
新　町
北　道
谷　口
熊　岡
東岩代
芝　崎
芝　崎
高　野
晩　稲
東岩代
　芝
東本庄

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/

１
１
５
６
７
７
１１
１１
１３
１３
１３
１５
１７
１８
１９
２２
２５

10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10
10

（ 節 枝 ）
（ 哲 ）
（谷本倫夫）
（ 英 和 ）
（ 菊 美 ）
（ 由 子 ）
（ 誠 治 ）
（ 昌 子 ）
（ 光 子 ）
（ 保 利 ）
（ 秋 子 ）
（ 良 宗 ）
（ 護 ）
（ 光 子 ）
（ 博 也 ）
（ 知 弘 ）
（ 芳 夫 ）

中　松　　盛
　　川　仙次郎
柴　田　　峰
楠　本　英　喜
古　田　嘉壽男
宇　井　榮　美
川　村　み　つ
庄　司　定　夫
大　谷　正　三
三　尾　與　市
岩　崎　幸　夫
前　田　美代志
越　本　ナ　ツ
下　　　邦　樹
山　本　榮　一
小　谷　諦　詳
坂　本　みや子
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２
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Ｒ
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４
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ュ
ー
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・
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６
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か
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ら
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の
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・
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011 （

平
成
23年

）

87
12

広
報
み
な
べ
12
月
号
平
成
23
年
12
月
１
日
発
行（
第
87
号
）

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
！

～
清
川
区
民
運
動
会
～

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
！

～
清
川
区
民
運
動
会
～

★対象者　

　　町内の小学校２年生以下のお子さんとおうちの方

★プレゼントのお届け日　

　　12月24日（土）午後6時～9時

★お届け料金

　　1世帯500円

★申し込み方法　

　　12月1日（木）～16日（金）午後5時までに、申込書、

　　お届け料金、プレゼントを教育学習課（生涯学習セ

　　ンター１階）まで持参してください。

　クリスマスの季節がやってきました！
　今年も、青年クラブみなべが、サンタクロースに変装して、
保護者の方から事前にお預かりしたクリスマスプレゼント
を、お子さんに直接お届けします。
　ぜひ大作戦に応募して、子どもたちにすてきな思い出を
残してあげてください。

※申込書は、生涯学習センター、南部公民館、岩代公民
館、高城公民館、清川公民館、役場住民環境課窓口に置
いています。
※プレゼントは、各保護者がご用意ください。
※申し込み受付は、先着50世帯までとさせていただきます。
　くわしくは、教育学習課（℡74－3134）へお問い合わせく
ださい。

（主催　青年クラブみなべ）

主催　プラムコーラス
共催　みなべ町ジュニアバンド

日時　１２月２３日（祝日）
　　　午後２時より
場所　南部公民館（片町）
＊入場無料です。
皆さんお誘い合わせおこしください。

わくわくクリスマスコンサート
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西
川
弘
海
さ
ん
、
山
下
孝
三
さ
ん
に

　

　
  

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

日
高
地
方
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語
」
で
入
賞
し
た
皆
さ
ん

「
み
な
べ
町
人
権
を
考
え
る
啓
発
標
語
」
で
入
賞
し
た
皆
さ
ん

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

　
　
　
　堺
区
祭
礼
用
具
整
備

　

平
成
23
年
度
和
歌
山
県
社
会

福
祉
功
労
者
表
彰
式
が
11
月
１

日
に
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
（
和
歌
山

市
）
で
行
わ
れ
、
西
川
弘
海
さ

ん
（
西
本
庄
）
と
山
下
孝
三
さ

ん
（
埴
田
）
が
県
社
会
福
祉
協

議
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地

域
の
方
の
相
談
役
を
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
功
労
を
賞
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

堺
区
が
こ
の
ほ
ど
、
平
成
23
年

度
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
る
助
成
を
得
て
、
祭

礼
用
具
（
獅
子
頭
や
の
ぼ
り
な

ど
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
目
的
と
し
て
、
地
域

で
行
う
事
業
や
活
動
に
必
要
な

施
設
・
設
備
の
整
備
費
用
を
助

成
す
る
も
の
で
、
地
域
の
ふ
れ

あ
い
や
つ
な
が
り
を
深
め
る
た

め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

　

日
高
地
方
租
税
教
育
推
進
協

議
会
と
御
坊
税
務
署
共
催
の
平

成
23
年
度
「
税
に
関
す
る
中
学

生
の
標
語
」
で
、
次
の
生
徒
た

ち
が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
優
秀
賞
＝
中
野
未
稀
（
南
部

中
３
年
）「
税
金
で　

日
本
に
元

気　

取
り
戻
す
」、井
口
滝
登
（
上

南
部
中
３
年
）「
税
金
は　

未
来

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
23
年
度
「
み

な
べ
町
人
権
を
考
え
る
啓
発
標

語
」
の
募
集
が
行
わ
れ
、
４
８

２
人
か
ら
７
３
９
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

■
小
学
生
の
部

●
特
選
＝
島
倉
葵
（
岩
代
小
５

年
）「
ご
め
ん
ね
の　

そ
の
一
言

で　

仲
な
お
り
」

●
入
選
＝
中
村
彩
夏
（
清
川
小

５
年
）「
つ
な
い
だ
手　

広
が
る

笑
顔　

み
な
ハ
ッ
ピ
ー
」、
平
野

羽
留
（
高
城
小
６
年
）「
あ
そ
ぼ

う
よ　

さ
そ
っ
て
く
れ
る
と　

西川弘海さん山下孝三さん

を
か
え
る　

鍵
と
な
る
」、
中
家

知
美
（
清
川
中
３
年
）「
納
め
れ

ば　

暮
ら
し
を
守
る　

税
金
が
」

●
佳
作
＝
栗
山
啓
（
南
部
中
１

年
）、
松
本
裕
也
（
同
１
年
）、

猪
野
雅
俊
（
同
２
年
）、
平
一

貴
（
同
２
年
）、
山
添
真
奈
（
同

２
年
）、
芦
谷
汐
梨
（
同
２
年
）、

草
分
礼
斗
（
同
２
年
）、
桂
有
希

（
同
３
年
）、
舩
本
雅
美
（
同
３

年
）、
松
根
和
（
同
３
年
）、
畑

﨑
望
（
上
南
部
中
１
年
）、
土
井

敦
俊
（
同
２
年
）、
西
本
鈴
（
同

２
年
）、
大
村
麻
衣
（
同
３
年
）、

桂
未
香
（
同
３
年
）、
畑
中
彰
太

（
高
城
中
１
年
）、
小
池
知
弥
（
同

２
年
）、
下
村
朋
美
（
同
３
年
）、

小
田
蒼
衣
（
清
川
中
１
年
）、
平

篤
弥
（
同
３
年
）

う
れ
し
い
ね
」、谷
本
慎
太
郎
（
南

部
小
５
年
）「
ぼ
く
た
ち
で　

明

る
い
未
来
を　

つ
く
ろ
う
よ
」

■
中
学
生
の
部

●
特
選
＝
炭
谷
里
保
（
南
部
中

１
年
）「
育
て
よ
う　

み
ん
な
を

気
づ
か
う　

そ
の
心
」

●
入
選
＝
佐
々
木
莉
子
（
上
南

部
中
１
年
）「
人
権
を　

守
る
社

会
に　

笑
顔
あ
り
」、岡
﨑
渚
（
同

１
年
）「
い
じ
め
は
ね　

勇
気

を
だ
せ
ば　

と
め
ら
れ
る
」、
丸

山
茜
（
同
２
年
）「
見
の
が
す
な

　

あ
な
た
の
ま
わ
り
の　

Ｓ
Ｏ

Ｓ
」、
下
村
太
輝
（
清
川
中
１
年
）

「
小
さ
な
手　

つ
な
い
で
伝
わ
る

　

大
き
な
き
ず
な
」

■
一
般
の
部

●
入
選
＝
山
﨑
美
記（
清
川
）「
助

け
合
い　

寄
り
そ
い
な
が
ら　

支
え
合
い
」

　

同
標
語
・
入
賞
者
の
表
彰
式

は
、
第
18
回
発
明
発
見
創
意
く

ふ
う
展
＆
第
17
回
未
来
の
科
学

の
夢
絵
画
展
の
入
賞
者
の
表
彰

式
と
合
わ
せ
て
、12
月
13
日
（
火
）

に
行
な
う
予
定
で
す
。

　

な
お
、
発
明
発
見
創
意
く
ふ
う

展
で
入
賞
し
た
、
松
井
亜
良
汰

君
（
高
城
小
２
年
）
が
、
一
般

社
団
法
人
和
歌
山
県
発
明
協
会

主
催
の
「
私
た
ち
の
く
ふ
う
展
」

に
お
い
て
も
、
和
歌
山
県
教
育

委
員
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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11
月
は
「
み
な
べ
学
び
月
間
」

文
化
展
・
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

文
化
展
・
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

芸
能
ま
つ
り
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

芸
能
ま
つ
り
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た

　

今
年
も
10
月
29
日
～
30
日
、
南
部
公
民
館
と

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
大
展
覧
会
、
11
月
３
日

～
４
日
、
高
城
公
民
館
と
清
川
公
民
館
で
文
化

展
・
菊
花
展
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者
で

生涯学習センター

南部公民館

高城公民館 清川公民館

賑
わ
い
ま
し
た
。
又
、
11
月
３
日
に
は
、
ふ
れ

愛
セ
ン
タ
ー
で
文
化
協
会
主
催
の
芸
能
ま
つ
り

が
行
わ
れ
、
歌
や
踊
り
な
ど
多
彩
な
演
目
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
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11
月
４
日
、
５
日
に
、
東
京
ビ

ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
）
で
開
か

れ
た
、
第
50
回
農
林
水
産
祭
「
実

り
の
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
の
和
歌
山

県
ブ
ー
ス
で
、
み
な
べ
町
の
青
年

農
業
者
団
体
の
「
み
な
べ
梅
郷

ク
ラ
ブ
」
と
町
職
員
が
、
11
月

５
日
、
６
日
に
横
浜
赤
レ
ン
ガ

倉
庫（
横
浜
市
）で
開
か
れ
た「
全

国
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」

で
Ｊ
Ａ
み
な
べ
い
な
み
の
職
員

と
町
職
員
が
梅
干
な
ど
の
展
示

販
売
を
行
っ
て
、
紀
州
み
な
べ

の
南
高
梅
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

当
日
、「
実
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
参
加
し
た
梅
郷
ク
ラ

ブ
の
青
年
た
ち
は
、
一
口
大
に

作
っ
た
梅
ご
飯
の
お
む
す
び
や

梅
干
の
試
食
を
勧
め
た
り
、
み

な
べ
の
南
高
梅
の
認
識
度
な
ど

を
質
問
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
り
し
て
、
今
、
消
費
者
が

求
め
て
い
る
も
の
な
ど
消
費
者

の
生
の
声
を
聞
い
て
、
今
後
自

分
た
ち
が
農
業
経
営
を
し
て
い

く
上
で
役
立
て
て
い
く
た
め
の

研
修
も
行
い
ま
し
た
。

　

又
、「
全
国
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」

　平成 24 年２月 11 日（土）と 12 日（日）に、
南部梅林内の梅林公園で「第３回　梅酒コレクシ
ョン 2012in みなべ」と「第２回　オールみなべ
の物産展」の開催を予定しています。

～「
み
な
べ
梅
郷
ク
ラ
ブ
」の
青
年
農
業
者
が
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
～

みんなの力で
みなべ町を全国にＰＲ！

『第３回　梅酒コレクション2012inみなべ』
＆『オールみなべの物産展』のスタッフ募集

東
京
・
横
浜
で
開
か
れ
た
物
産
展
で
、「
紀
州
み
な
べ
の
南
高
梅
」を
Ｐ
Ｒ
！

東
京
・
横
浜
で
開
か
れ
た
物
産
展
で
、「
紀
州
み
な
べ
の
南
高
梅
」を
Ｐ
Ｒ
！

農
林
水
産
祭
り
の
様
子

ア
ン
ケ
ー
ト
を

　お
願
い
す
る
ク
ラ
ブ
員

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
の
様
子

昨
年
の

　梅
酒
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
様
子

大賑わいのみなべ町ブース

で
は
、
梅
酒
特
区
の
活
用
に
よ

り
商
品
開
発
さ
れ
た
梅
酒
の
試

飲
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
来
場
者

に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
イ
ベ
ン
ト
と
も
大
変
な
賑

わ
い
で
、
商
品
の
売
れ
行
き
も

好
調
で
し
た
。

　

昨
年
の
熱
中
症
の
増
加
な
ど

で
梅
干
し
の
消
費
が
伸
び
て
い

る
こ
と
。
梅
の
効
能
が
み
な
さ
ん

に
浸
透
し
て
き
て
、
健
康
の
た

め
に
梅
干
し
を
食
べ
る
方
が
定

着
し
て
き
た
こ
と
。
消
費
者
の

年
齢
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
色
々

な
商
品
が
開
発
さ
れ
、
ま
た
梅

酒
人
気
も
あ
い
ま
っ
て
、
消
費

者
の
反
響
も
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　当日、梅林を訪れたみなさんに、梅酒の試飲やみなべ
の物産の紹介などのお手伝いをしていただくスタッフを
募集します。
　みなさんの力で、みなべ町をもっと全国にＰＲしませ
んか？
　申し込みは、うめ課（74 －３２７６）までお願いし
ます。
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町
の
水
道
事
業
は
、
旧
町
内

の
上
水
道
事
業
、
旧
村
内
の
簡

易
水
道
事
業
に
分
か
れ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
水
道
料
金
も
別
々

で
す
が
、
い
ず
れ
も
県
内
で
は
有

数
の
低
料
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
後
、
老
朽
化
し
た

各
施
設
の
更
新
整
備
費
用
、
耐

震
補
強
が
必
要
な
施
設
の
補
強

費
な
ど
の
費
用
が
多
額
に
な
っ

て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
職
員
を
名
乗
り
、
医
療

費
や
社
会
保
険
料
等
の
還
付
手

続
き
を
口
実
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
預
け
払
い
機
）
へ
誘
導
す

る
手
口
、
い
わ
ゆ
る
『
還
付
金

等
詐
欺
』
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

還
付
金
等
詐
欺
は
、
平
成
19

～
20
年
度
に
か
け
て
全
国
的
に

多
発
し
た
後
、
21
年
度
以
降
は

い
っ
た
ん
激
減
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
本
年
度
に
入
っ
て
、
比

　町民の皆さんが無事に越年できるように
と、毎年 12 月 26 日から 12 月 30 日までの
５日間、消防車で火の用心の注意喚起をし
て、各地区の警戒にあたっています。
　不審人物はいないか、家の周りに燃えや
すいものが置かれていないかなどのチェッ
クもしています。

　関西電力では夏場に続き、冬場の電力需給に
ついても、非常に厳しくなる見込みです。広域
的な停電を回避するため、再度みなさんに節電
へのご協力をお願いします。
　期間等は次の通りです。
■節電にご協力いただきたい期間
　平成 23 年 12 月 19 日（月）～
　　　　　平成 24 年３月 23 日（金）
　　（12 月 29 日（木）～１月４日（水）を除く）
■節電にご協力いただきたい曜日・時間帯
　平日の９時から 21 時（特に 18 時から 21 時の
　節電をお願いします）
※暖房の控え過ぎによる体調不良などにご注意
　いただき、無理のない範囲での節電にご協力
　をお願いします。

今年も
「みなべ町消防団」による
年末警戒を実施します！

今冬における節電のお願い

将
来
の
水
道
事
業
安
定
運
営
の
た
め

　
　
　
　
　水
道
料
金
制
度
審
議
会
設
置

役
場
職
員
を
か
た
る
還
付
金
等
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

～
急
が
し
な
が
ら
コ
ン
ビ
ニ
等
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
と
誘
導
す
る
新
た
な
手
口
～

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

較
的
短
期
間
に
特
定
の
地
域
の

方
に
集
中
的
に
電
話
を
か
け
る

事
例
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
特
徴
は
、
●
「
手
続

き
は
本
日
中
」
な
ど
と
言
っ
て
、

周
囲
に
相
談
す
る
時
間
を
与
え

な
い
。
●
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
金
融

機
関
以
外
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

へ
誘
導
す
る
。
と
い
っ
た
手
口

で
す
。

　

役
場
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を

行
う
よ
う
連
絡
す
る
こ
と
は
、
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
不
審
な
点
や
不
安
を
感
じ
た

場
合
は
、
迷
わ
ず
役
場
産
業
課

ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

紀
南
支
所
（
℡
24
︱
０
９
９
９
）

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
国
の
指
導
に
よ
り
、
合

併
し
た
自
治
体
の
簡
易
水
道
事

業
は
、
平
成
28
年
度
を
目
途
に

上
水
道
事
業
と
一
本
化
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
町
は

こ
の
ほ
ど
、
将
来
の
安
定
運
営

を
見
据
え
、
料
金
統
一
も
含
め

て
料
金
改
定
を
検
討
し
て
い
た

だ
く
た
め
「
み
な
べ
町
水
道
料

金
制
度
審
議
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
委
員
に
は
区
長
会
、
町

議
会
、
商
工
会
な
ど
か
ら
20
人

の
方
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
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「輝く瞬間！心に残る文化祭」をメインテーマにみんなが主役！
　清川区民運動会を開催 　10月29日、上南部中学校の

「文化祭」が開催されました。
午前中はクラスごとの演劇発
表、午後からは生徒や先生によ
る音楽発表が行われ、生徒たち
の熱演に、会場からは笑いや大
きな拍手がおくられました。
　また、会場には生徒の絵画や
書道、工作作品なども展示され
ました。

　11月８日、高城小学校の児童が、保護者と一
緒に集めたビワや柿、ヨモギなどの葉の仕分け
作業を行いました。
　最初に６年生が班ごとにユニセフについての
学習発表を行い、その後、体育館で薬草の虫食

秋晴れの中、多くの皆さんで賑わいました
　11月13日、梅振興館駐車場で「秋のフリーマーケット」が開かれ
ました。当日は、梅ご飯や焼きそばなどの食べ物店、衣料や雑貨の
お店など、たくさんの出店がありました。また、絵本の読み聞かせ
やマジックショー、抽選会なども行われ、多くの来場者で賑わいま
した。

みなべ婦人防火クラブが
　北淡震災記念公園を視察研修

　11月13日、みなべ町婦人防火クラブ連絡協議会の皆さんが北淡震災
記念公園（兵庫県）を視察研修しました。
　公園内にある野島断層保存館で、阪神淡路大震災によってずれた実
際の断層や断層上に残っていた住宅の様子、地震体験等をガイドさんの
説明を受けながら見学。
　見学終了後には語り部の方から地域のコミュニケーションの大切さや
地震に対する備え等について、自らの体験をもとにした話を聞きました。

「本当の地震がきたら怖いなぁ」起震車で大きな揺れを体験 「おっきなおイモがとれたよ」
　11月１日、みなべ町青少年育成町民会議南部・岩代支部の開催で、南部幼
稚園、愛之園保育園、南部保育所、ひかり保育所の園児が、南部高校の農場
でサツマイモ掘りを楽しみました。
　園児たちは、南部高校農業クラブの生徒のみなさんに手伝ってもらいなが
ら、スコップを使って土を掘り、おイモが顔を出すと歓声をあげて、力いっ
ぱい引っ張っていました。

世界中の子どもたちが幸せになれますように！

　11月３日、清川球場で第62回清川区民運動会が
開催され、小雨がふる中、小さな子どもからお年寄
りの方まで多くの住民が参加しました。
　子どもたちの競技や字対抗の玉入れ、風船割り
などバラエティにとんだ種目が行われ、参加された
皆さんは、競いながらも終始笑顔で、会場は歓声に
包まれました。優勝は大川区で、準優勝は名之内区
でした。

　11月10日、町内の小・中学校で起震車体験や煙体
験など防災訓練を行いました。
　岩代小学校では地震発生を知らせる校内放送の
後、先生の誘導に従って、頭を本で守りながら、すばや
く校庭へと避難しました。その後、校庭で順番に起震

いや病気のところをきれいに取り除く作業を行
いました。
　薬草は乾燥させた後、町内の業者に引き取っ
てもらい、その売上金とみんなで集めた募金を
合わせて、ユニセフに募金します。

車に乗って大きな地震の揺れを体験しました。
　子どもたちは、前ぶれもなくやってくる地震の怖さを
改めて感じていました。
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「輝く瞬間！心に残る文化祭」をメインテーマにみんなが主役！
　清川区民運動会を開催 　10月29日、上南部中学校の

「文化祭」が開催されました。
午前中はクラスごとの演劇発
表、午後からは生徒や先生によ
る音楽発表が行われ、生徒たち
の熱演に、会場からは笑いや大
きな拍手がおくられました。
　また、会場には生徒の絵画や
書道、工作作品なども展示され
ました。

　11月８日、高城小学校の児童が、保護者と一
緒に集めたビワや柿、ヨモギなどの葉の仕分け
作業を行いました。
　最初に６年生が班ごとにユニセフについての
学習発表を行い、その後、体育館で薬草の虫食

秋晴れの中、多くの皆さんで賑わいました
　11月13日、梅振興館駐車場で「秋のフリーマーケット」が開かれ
ました。当日は、梅ご飯や焼きそばなどの食べ物店、衣料や雑貨の
お店など、たくさんの出店がありました。また、絵本の読み聞かせ
やマジックショー、抽選会なども行われ、多くの来場者で賑わいま
した。

みなべ婦人防火クラブが
　北淡震災記念公園を視察研修

　11月13日、みなべ町婦人防火クラブ連絡協議会の皆さんが北淡震災
記念公園（兵庫県）を視察研修しました。
　公園内にある野島断層保存館で、阪神淡路大震災によってずれた実
際の断層や断層上に残っていた住宅の様子、地震体験等をガイドさんの
説明を受けながら見学。
　見学終了後には語り部の方から地域のコミュニケーションの大切さや
地震に対する備え等について、自らの体験をもとにした話を聞きました。

「本当の地震がきたら怖いなぁ」起震車で大きな揺れを体験 「おっきなおイモがとれたよ」
　11月１日、みなべ町青少年育成町民会議南部・岩代支部の開催で、南部幼
稚園、愛之園保育園、南部保育所、ひかり保育所の園児が、南部高校の農場
でサツマイモ掘りを楽しみました。
　園児たちは、南部高校農業クラブの生徒のみなさんに手伝ってもらいなが
ら、スコップを使って土を掘り、おイモが顔を出すと歓声をあげて、力いっ
ぱい引っ張っていました。

世界中の子どもたちが幸せになれますように！

　11月３日、清川球場で第62回清川区民運動会が
開催され、小雨がふる中、小さな子どもからお年寄
りの方まで多くの住民が参加しました。
　子どもたちの競技や字対抗の玉入れ、風船割り
などバラエティにとんだ種目が行われ、参加された
皆さんは、競いながらも終始笑顔で、会場は歓声に
包まれました。優勝は大川区で、準優勝は名之内区
でした。

　11月10日、町内の小・中学校で起震車体験や煙体
験など防災訓練を行いました。
　岩代小学校では地震発生を知らせる校内放送の
後、先生の誘導に従って、頭を本で守りながら、すばや
く校庭へと避難しました。その後、校庭で順番に起震

いや病気のところをきれいに取り除く作業を行
いました。
　薬草は乾燥させた後、町内の業者に引き取っ
てもらい、その売上金とみんなで集めた募金を
合わせて、ユニセフに募金します。

車に乗って大きな地震の揺れを体験しました。
　子どもたちは、前ぶれもなくやってくる地震の怖さを
改めて感じていました。



9 8

●一分ノ一　上下（井上ひさ
し）●あつあつを召し上がれ
（小川糸）●生ききる（瀬戸内
寂聴・梅原猛）●ねじれた文
字、ねじれた路（トム・フランク
リン）●河北新報のいちばん
長い日（河北新報社）●保育
のなぞなぞ３１８（今井和子監
修）●田舎力（金丸弘美）

　昆虫などの生きものの多く
は、体の成長に合わせたり、皮
膚を新しくするために、ひそか
に脱皮を行なっています。脱い
だ皮を食べるニホンアマガエ
ルや、裏返しに靴下を脱いで
いくように脱皮をするヘビなど、
美しく神秘的な瞬間を紹介し
ます。

●アイルランド（マックィン）
●立体で見る「星の本」（杉浦
康平）●だいこん（おくむらあ
やお）●Museum ABC（The 
Metropolitan Museum of 
Art）●黒魔女さんの小説教
室（石崎洋司ほか）●時の書
Ⅰ－Ⅲ（プレヴォー）●おばけ
のジョージーおおてがら（ブ
ライト）●ピーナッツ　なん
きんまめ　らっかせい（中島
睦子）●くるまかします（鈴木
まもる）

●作ってふしぎ！？トリックア
ート工作（グループ・コロン
ブス）●どうしてダブってみえ
ちゃうの？（リン･アヴィル）
●ペテフレット荘のプルック
（アニー・Ｍ．Ｇ．シュミット

　ゆきは天からのてがみです。こおりは、こづ
つみ、かな？　冬のおくりもの「ゆき」と「こお
り」がでてくる、すてきな絵本やおはなしをご
らんください。

　一年を振り返りながら、年越しの準備をす
る。どことなく気ぜわしい日 を々送るこの時期
に向けて、掃除や年賀状、おもてなし料理など
の本を紹介します。

「年の暮」

「ゆき　こおり」

74-3283
72-1410

　「メールできる？」「できな
い」「ツイッターは？」「できな
い…これは本だから」パソコ
ン派のロバくんと本の好きな
サルくんのおしゃれなやりと
り。中高生や大人にも人気の
本です。

脱
皮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 　元炭鉱員だった山本作兵

衛は、６０歳を過ぎてから
「ヤマの姿を記録して孫たち
に残しておこう」と記憶を頼
りに絵を描き始めた。明治か
ら昭和にかけて日本経済を
支えた炭鉱の仕事の過酷さ
や劣悪な住居環境・日常生
活、逃亡者や不義者に対す
る扱いなどが、一炭鉱員の視
点から記憶を頼りに画いたと
は思えないほど詳細に書か
れています。

山
本
作
兵
衛（
講
談
社
）

●放射能から家族を守る―
安全・安心の知識（那須正
夫）●女猟師　わたしが猟師
になったワケ（田中康弘）
●紅梅（津村節子）

画
文
集

　

炭
鉱(

ヤ
マ)

に
生
き
る

　
　

地
の
底
の
人
生
記
録

　おかげさまで、大変ご好評をいただきました。プロの
写真家の写真展は初めての取り組みでしたが、町内外

　南部公民館の「小学生のためのパッチワーク教室」
と「パッチワーク教室」の合同作品展です。素敵な作
品をぜひご覧ください。

南川三治郎　写真展＆講演会

パッチワーク作品展

冬休みおはなし会

12月14日（水）
午後３時から

●12月１日（木）～12月８日（木）
　ゆめよみ館　１階展示コーナー

●12月24日（土）　午後２時～
　ゆめよみ館　２階会議室
　今年はちょうどクリスマス・イブの日にあたります。恒
例の紙芝居のみなさんが新作「モグとフク」を披露して
くださいます。くじびきもあるよ！　来てくださいね。

レイン・スミス　（BL出版）

こ
れ
は
本

岡島秀治/監修
新開孝・関慎太郎/写真
（日本文芸社）

カレンダー12
●１日（木）パッチワーク作品展（～８日）

●28日（水）～1月4日（水）
　休館（月末整理日含む）

●26日（月）休館

●24日（土）ビデオ上映会（10：30～）
　冬休みおはなし会（14:00～）

●23日（金）休館（天皇誕生日）

●22日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●19日（月）休館

●17日（土）おはなし会（14:00～）

●12日（月）休館

●10日（土）おはなし会（14:00～）

●８日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●５日（月）休館

●３日（土）わくわくタイム（10:30～）
　おはなし会（14:00～）

から４００人を超え
る方が見に来てくだ
さいました。講演会
は１１０名を超える
方のご参加がありま
した。



9 8

　

町
は
向
学
心
が
あ
り
、
が
ん

ば
っ
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
が
、

経
済
的
に
苦
し
く
学
費
を
ま
か

な
う
こ
と
が
困
難
な
町
内
の
生

徒
や
学
生
に
対
し
て
、
奨
学
金

貸
付
基
金
か
ら
修
学
の
た
め
の

経
費
の
一
部
と
し
て
奨
学
金
を

貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
も
、
次
の
通
り

新
規
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る

方
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
対
象
と
な
る
学
校
と
そ
れ
ぞ

れ
の
奨
学
金
額
（
月
額
）

◎
高
等
学
校
※
１
万
５
千
円
以

内

◎
専
修
学
校
高
等
課
程
※
１
万

５
千
円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校
（
１
～
３
年

生
）
※
１
万
５
千
円
以
内

　
　

※
（
現
在
取
扱
検
討
中
）

◎
専
修
学
校
専
門
課
程　

４
万

円
以
内

◎
高
等
専
門
学
校
（
４
～
５
年

生
）
４
万
円
以
内

◎
短
期
大
学　

４
万
円
以
内

◎
大
学　

４
万
円
以
内

◎
大
学
院　

４
万
円
以
内

（
専
修
学
校
は
、
文
部
科
学
省
か

都
道
府
県
知
事
が
認
可
し
た
も

の
に
限
り
ま
す
）

■
対
象
者

　

対
象
学
校
へ
入
学
す
る
生
徒

や
学
生
、
ま
た
は
在
校
生

（
※
希
望
者
の
保
護
者
が
、
町

内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
町
税
や
水
道
料
金
な
ど
の

公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。）

■
申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
と
合
格
通
知
書
（
写

し
可
）
を
教
育
学
習
課
総
務
係

（
℡
74
︱
２
１
９
１
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
２
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
在
学
生
は
、
申
込

書
と
在
学
証
明
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
教
育

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

平
成
24
年
４
月
27
日
（
金
）

午
後
３
時
ま
で

■
採
用
の
決
定

　

選
考
委
員
会
で
選
考
の
上
、

決
定
し
通
知
し
ま
す
。

町
奨
学
金
貸
付
基
金
の
来
年
度
奨
学
生
を
募
集

　

今
年
も
早
や
年
末
で
す
。
早
春

を
感
じ
る
梅
の
花
が
咲
き
始
め
、

大
勢
の
観
梅
客
で
賑
わ
う
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

「
南
部
梅
林
」、「
岩
代
大
梅
林
」

と
も
、
来
年
１
月
28
日
（
土
）
か

ら
開
園
し
ま
す
。

　

町
外
の
親
類
や
お
友
達
に
も

Ｐ
Ｒ
し
て
、
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
そ
の

景
色
や
香
り
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　

梅
情
報
発
信
基
地
・
う
め
振
興

館
（
谷
口
）
は
、
正
月
三
が
日
も

開
館
し
ま
す
。

　

お
正
月
に
遊
び
に
来
ら
れ
た

教
育
学
習
課（　
74
━
２
１
９
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（　
74
━
３
２
７
６
）

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）

TELTEL

梅
の
花
が
咲
き
始
め
る
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

～
う
め
振
興
館
は
、お
正
月
も
開
館
～

お
客
様
と
ご
一
緒
に
、
ぜ
ひ
ご
来

館
く
だ
さ
い
（
入
館
無
料
）。

　

入
館
受
付
は
、
三
が
日
と
も
午

前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　
（
う
め
振
興
館　

　
　
　
　
　

℡
74
︱
３
４
４
４
）
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み
な
べ
町
、
県
及
び
和
歌
山
地

方
税
回
収
機
構
で
は
、
12
月
を

合
同
の
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
し
て
、
滞
納
額
圧
縮
の
た
め
、

差
し
押
さ
え
を
集
中
的
に
行
う

な
ど
、
協
力
し
て
滞
納
整
理
を

進
め
ま
す
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
の
に
、

ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

至
急
役
場
ま
た
は
指
定
金
融
機

関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
気
や
災
害
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
納
税
が
困

難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
放

置
せ
ず
に
、
早
急
に
税
務
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
生
活
状

況
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

要
件
に
該
当
し
ま
す
と
納
税
の

緩
和
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

和
歌
山
県
内
の
全
市
町
村
が

構
成
団
体
と
な
り
、
市
町
村
税

の
徴
収
を
専
門
に
行
う
一
部
事

務
組
合
で
す
。

12
月
は『
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
』で
す

　
　

町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

滞
納
案
件
を
市
町
村
か
ら
引

継
ぎ
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
や

財
産
の
差
し
押
さ
え
、
差
し
押

さ
え
財
産
の
公
売
、
滞
納
者
宅

の
捜
索
な
ど
の
法
的
処
分
を
行

う
組
織
で
す
。

　

み
な
べ
町
で
は
、
今
後
も
機

構
と
連
携
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
の
財
源
確
保
及
び
税
負
担

の
公
平
性
確
保
の
た
め
に
滞
納

整
理
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

町
で
は
再
三
の
納
税
催
告
に

応
じ
な
い
滞
納
者
な
ど
に
対
し

て
、
預
貯
金
や
不
動
産
、
他
に

電
話
加
入
権
や
保
険
な
ど
の
差

し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
昨
年
度
か

ら
「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」
に
よ
る

自
動
車
（
普
通
自
動
車
、
軽
自

動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
）
の
差

し
押
さ
え
や
、
滞
納
者
か
ら
差

し
押
さ
え
た
財
産
を
売
却
し
て
、

滞
納
者
の
滞
納
税
金
に
充
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
導
入
い
た
し
ま

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

和
歌
山
地
方
税

　
　
　

回
収
機
構
と
は

納
期
限
を
過
ぎ
る
と

　

延
滞
金
が
発
生
し
ま
す

滞
納
を
放
置
す
る
と

し
た
。

　

町
で
は
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
一
時
的
に
納
税
が
困
難
に

な
っ
た
方
と
、
悪
質
な
滞
納
者

を
見
極
め
、
悪
質
な
滞
納
者
に

は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し
、

滞
納
処
分
を
執
行
し
ま
す
。
そ

し
て
、
納
期
内
に
納
税
し
て
い
　
「
年
率
14
・
６
％
は
、
ム
チ
ャ

ク
チ
ャ
や
！
」
と
言
わ
れ
る
方

＊納付したくても出来ない事情がある場合は、早急に税務課へご相談下さい。

公 平 な 納 税 の た め に

地方税法による（各税目ごと）
納期限までに町税などが完納されない場合は、督促状を発し
なければなりません。

国税徴収法第１４１条、１４２条
滞納処分のため必要があるときは、滞納者、官公庁、金融機
関、取引先、滞納者の財産を占有する第三者などに対し、質
問及び検査、捜索をすることができます。

国税徴収法第４７条
督促状を発した日から１０日を経過した日までに、納税者が
滞納となっている町税などを完納しないときは、その納税者
の財産を差し押さえなければなりません。

国税徴収法第６７条
債権の取立て：差し押さえ金銭債権は取立てをおこないます。

国税徴収法第９４条
公売：差押えた不動産などの公売を入札やせり売りにより行
います。

国税徴収法第１２９条
換価代金を差し押えに係る町税へ配当します。

督促発布

財産調査

財産差押

換　　価

配　　当

完　　納

る
大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
、
今
後
よ
り
一

層
滞
納
整
理
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

が
い
ま
す
。 

　

延
滞
金
制
度
は
、
納
期
内
の

自
主
納
税
を
促
進
し
、
併
せ
て

納
期
内
納
税
者
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
の
一
環
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
延
滞
金
は
、

必
ず
納
付
し
て
頂
き
ま
す
。
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家

屋
の
ほ
か
に
償
却
資
産
（
土
地

や
家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
）
に

つ
い
て
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
個
人
や
法
人
で
事

業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
地
方

税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ

り
、毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）

現
在
の
所
有
状
況
等
を
資
産
の

所
在
す
る
市
町
村
長
に
申
告
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
に

お
い
て
、
み
な
べ
町
で
土
地
や

家
屋
以
外
の
事
業
用
の
資
産（
構

築
物
、
機
械
、
備
品
な
ど
）
を

お
持
ち
の
方
は
、
申
告
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
度
に
申
告

を
さ
れ
た
方
、
平
成
23
年
中
に

新
た
に
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た

方
等
に
は
、
申
告
に
必
要
な
書

類
を
12
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。

　

新
た
に
申
告
が
必
要
と
な
る

方
で
申
告
書
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
郵
送
し
ま
す
の
で
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
は
、
申
告
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

固
定
資
産
税　

償
却
資
産
の
正
し
い
申
告
を
！

実
地
調
査
等
へ
の
協
力
の
お
願
い

台
風
12
号
に
よ
り
償
却
資
産
に

著
し
い
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

申
告
さ
れ
な
い
方
、又
は

虚
偽
の
申
告
を
さ
れ
た
方

　

申
告
内
容
を
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
地
方
税
法
第
４
０

８
条
の
規
定
に
基
づ
き
順
次
実

地
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
適
性
・
公
正
な
課

税
を
確
保
す
る
た
め
、
申
告
内

容
を
詳
細
に
点
検
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

調
査
依
頼
の
際
は
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
対
し
て
不
協

力
等
の
場
合
は
、
地
方
税
法
３

５
４
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
、

税
務
署
で
国
税
資
料
の
閲
覧
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
地
調
査
等
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
遡
っ
て
税
額
を
更

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
税
務
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

台
風
12
号
に
よ
り
償
却
資
産

に
著
し
い
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、

平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
の

減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
ま
で
本

年
中
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
も
の

○
無
形
減
価
償
却
資
産
（
特
許

権
、
営
業
権
、
商
標
権
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
な
ど
）

○
繰
延
資
産
（
開
業
費
、
試
験

研
究
費
な
ど
）

○
絵
画
、
骨
董
（
た
だ
し
、
複

製
の
よ
う
な
も
の
で
装
飾
的
な

目
的
の
み
に
使
用
し
て
い
る
も

の
は
対
象
と
な
り
ま
す
）

　

正
当
な
理
由
が
な
く
申
告
さ

れ
な
い
場
合
は
、
地
方
税
法
第

３
８
６
条
の
規
定
に
よ
り
過
料

を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ

か
、
同
法
第
３
６
８
条
の
規
定

に
よ
り
不
足
税
額
に
加
え
て
延

滞
金
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
虚
偽
の
申
告
を
さ
れ

ま
す
と
、
地
方
税
法
第
３
８
５

条
の
規
定
に
よ
り
罰
金
等
を
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

ご
み
収
集
は

年
末
年
始
休
み
で
す

ご
み
分
別
の
お
願
い

　

ご
み
収
集
は
、12
月
31
日（
土
）

か
ら
来
年
１
月
３
日
（
火
）
の

年
末
年
始
は
休
み
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、12
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

は
、
平
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

　

年
末
に
な
る
と
、
例
年
た
く

さ
ん
の
ご
み
が
出
さ
れ
ま
す
。

家
の
片
付
け
な
ど
は
な
る
べ
く

お
早
め
に
さ
れ
、
計
画
的
に
ご

み
を
出
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
再
使
用
・
再

資
源
化
を
図
り
、
ご
み
の
減
量

化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
ご
み
焼
却

場
に
お
い
て
、
搬
入
さ
れ
た
ご
み

の
中
に
ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
の
爆

発
性
の
物
が
混
入
し
、
破
砕
機

内
で
破
砕
中
に
引
火
、
爆
発
す

る
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

を
よ
く
使
用
す
る
季
節
に
な
り

ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス

プ
レ
ー
缶
を
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
に
は
、
必
ず
使
い
き
り
、

内
容
物
が
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
、
屋
外
で
穴
を
あ
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接
持
ち

込
み
は
、
12
月
30
日
（
金
）
午

後
３
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

新
聞
・
雑
誌
・
ざ
つ
紙
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
は
、
寺
本
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
（
谷
口
）
へ
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

は
、平
常
通
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

し
尿
の
収
集
は
、
年
末
12
月

28
日
（
水
）
ま
で
行
い
ま
す
。

　

年
始
は
、来
年
１
月
４
日（
水
）

か
ら
行
い
ま
す
。

ご
み
焼
却
場
へ
の
直
接

  

持
ち
込
み
は
12
月
30
日
ま
で

し
尿
収
集
も
年
末
年
始
休
み

年
末
は
ご
み
が
大
量
に
出
さ
れ
ま
す

分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
ご
注
意
を
！
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清
川
～
高
城
間
の

　
　
　

バ
ス
路
線
が
つ
な
が
り
ま
す
。

12
月
４
日
～
10
日
は「
第
63
回
人
権
週
間
」

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、「
み

ん
な
で
築
こ
う 
人
権
の
世
紀　

～
考
え
よ
う 
相
手
の
気
持
ち　

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
広
く
地
域
住
民

の
方
々
に
、
人
権
意
識
の
普
及

高
揚
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に

啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
人
権
週
間
に
お
い
て
は
、

様
々
な
啓
発
活
動
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
広
報
車
巡
回

日
時　

12
月
５
日
（
月
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

場
所　

町
内

■
街
頭
啓
発

日
時　

12
月
５
日
（
月
）
午
前

10
時
30
分
～

場
所　

町
内
ス
ー
パ
ー

■
人
権
相
談

日
時　

12
月
７
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

役
場
第
１
庁
舎

＊
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

■
電
話
相
談
及
び
面
接
相
談

日
時　

12
月
４
日
（
日
）
か
ら

10
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後

８
時

場
所　
（
財
）
和
歌
山
県
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
和
歌
山

ビ
ッ
グ
愛
２
階
）

内
容　

人
権
に
関
す
る
電
話
相

談
及
び
面
接
相
談
（
申
し
込
み

不
要
）

■
弁
護
士
相
談

日
時　

12
月
７
日（
水
）、10（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

場
所　
（
財
）
和
歌
山
県
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
和
歌
山

ビ
ッ
グ
愛
２
階
）

内
容　

弁
護
士
相
談
（
要
申
し

込
み
・
先
着
順
）

＊
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ

せ
は
和
歌
山
県
人
権
政
策
課（
℡

０
７
３
︱
４
４
１
︱
２
５
６
０
）

ま
で　

　

台
風
12
号
の
被
害
に
よ
り
、

清
川
地
区
と
高
城
（
東
神
野
川
）

地
区
間
で
バ
ス
路
線
が
分
断
さ

れ
、
通
勤
や
通
学
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
か
ら
は
、
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
迂
回
路
区
間
（
国

道
４
２
４
号
の
清
川
宇
呂
住
地

内
）
の
バ
ス
路
線
を
、
小
型
の

車
で
輸
送
し
ま
す
。

　

龍
神
方
面
か
ら
来
た
バ
ス
に

乗
車
さ
れ
て
い
る
方
は
、
清
川

公
民
館
前
で
小
型
の
車
に
乗
り

換
え
、
東
神
野
川
区
民
会
館
前

で
再
度
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
南
部
方
面
か
ら

の
バ
ス
は
、
逆
の
コ
ー
ス
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
乗
り
継
ぎ
時
間
調

整
の
都
合
上
、
接
続
で
き
な
い

便
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
龍
神
自
動
車
株

式
会
社
（
℡
22
︱
２
１
０
０
）、

又
は
み
な
べ
町
役
場
総
務
課（
℡

72
︱
２
０
５
１
）、
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

ま
た
、清
川
地
区
か
ら
は
、月
、

大地震に備える！大地震に備える！
　地震はいつか必ず、しかも突然やってきます。地震発生そ
のものを避けることは出来ませんが、地震による被害を最小
限に抑えるための取り組みはできます。
●自分の身を自分の努力によって守る（自助）
●ご近所など身近な人たちがお互いに助け合う（共助）
●国や町などの行政機関による救助・援助（公助）
　地震による犠牲者の多くは、地震発生直後の建物倒壊や家
具の転倒によるものです。また、地震発生後に巨大な津波が
短時間でおそってきます。このため、地震直後の災害から身
を守るためには、自ら守る「自助」はもちろん、近隣の人々
が助け合う「共助」が極めて重要です。
　1人ひとりが、日頃から防災対策に取り組むことで、自分
自身の安全も確保できますし、地域社会全体の防災力の向上
にもつながっていきます。

「
特
設
人
権
相
談
」を
実
施

総
務
課（　
72
━
２
０
５
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

水
、
金
曜
日
に
デ
マ
ン
ド
（
予

約
方
式
）
の
「
み
な
べ
コ
ミ
バ

ス
」
も
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

利
用
の
際
は
、
み
な
べ
コ
ミ

バ
ス
（
℡
72
︱
３
６
７
５
）
へ

電
話
を
し
て
、
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
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保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の
ご
案
内

　
　
　
　
「
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？
」

12
月
議
会
は

12
月
13
日
か
ら
開
会
予
定

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
次
の
と
お
り

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
受

診
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

●
受
診
期
間　

受
診
券
（
申
込

後
送
付
）
受
理
の
翌
月
か
ら
平

成
24
年
２
月
29
日
ま
で

●
受
診
場
所　

健
診
実
施
医
療

機
関
（
受
診
券
と
一
緒
に
送
付
）

●
対
象
者　

75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を

含
む
）

●
費
用　

６
０
０
円

●
申
込
み
方
法　

対
象
者
に
送

　

今
年
を
締
め
く
く
る
第
４
回

定
例
町
議
会
（
12
月
議
会
）
は
、

12
月
13
日
（
火
）
か
ら
開
会
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　

年
末
で
、
い
ろ
い
ろ
お
忙
し

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
お

誘
い
合
わ
せ
て
傍
聴
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

開
会
や
一
般
質
問
な
ど
の
日

程
に
つ
い
て
は
、
町
内
一
斉
放

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
議
会
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　経済センサスとは「経済に関する国勢調査」です。会社やお店

など、全国すべての企業・事業所を対象にした調査です。

　調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や

商店街の活性化など、地域行政のための基礎資料として活用され

ます。

　調査員が平成24年１月末までに対象事業所等にお伺いしますの

で、調査の趣旨、必要性をご理解いただき、調査にご協力をお願

いします。

　調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき

秘密は厳守されます。

　くわしくは、総務課統計係までお問い合わせ下さい。

議
会
事
務
局（　
72
━
１
３
３
４
）

　
　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

TEL

付
し
て
い
る
往
復
は
が
き
の
申

込
書
を
郵
送
又
は
、
電
話
申
込

み
（
平
成
24
年
１
月
20
日
ま
で

受
付
）

●
申
込
先　

和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
℡
０
７

３
︱
４
２
８
︱
６
６
８
８
）

平成 24 年経済センサス活動調査に
ご協力下さい
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　当日は、式典（午後１時～）の後、新成人実行委員会の
企画運営によるアトラクションを予定しています。
　くわしくは、教育学習課成人式担当へお問い合わせくだ
さい。（生涯学習センター１階、℡ 74 － 3134）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年

度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ

ジ
オ
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

放
送
大
学
・
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科

目
か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格

を
お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験

で
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で

き
、
４
年
以
上
在
学
し
て
１
２

４
単
位
以
上
を
修
得
し
、
卒
業

す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学

位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に

学
び
た
い
方
は
、「
放
送
大
学
エ

キ
ス
パ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
期
間　

平
成
24
年
２
月

29
日
ま
で

■
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ

先　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ

ン
タ
ー
（
℡
０
７
３
︱
４
３
１

︱
０
３
６
０
）

　

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
労

働
保
険
と
は
、「
労
災
保
険
」
と

「
雇
用
保
険
」
と
の
総
称
で
、
保

険
給
付
は
各
保
険
制
度
で
別
に

行
わ
れ
ま
す
が
、
保
険
料
の
徴

収
等
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に

一
体
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
（
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、
す
べ
て
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、
加
入
手
続
き

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
入
手
続
き
な
ど
く
わ
し
く

は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職

業
安
定
所
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

田
辺
労
働
基
準
監
督
署
（
℡

22
︱
４
６
９
４
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
田
辺
（
℡
22
︱
２
６
２
６
）

「みなべ・おたっしゃ倶楽部」の
ご案内（全11回）

～白浜のクワハウスでリフレッシュ！～
　「みなべ・おたっしゃ倶楽部」は、室内プールでの水中
ウォーキングや筋力トレーニングなど、さまざまなエク
ササイズを行い、運動機能の維持・向上を図る事業です。
　住み慣れた地域で、楽しくいきいきと過ごすために、
約３ヶ月間、みんなと一緒に楽しく運動し、心も体もリ
フレッシュしてみませんか？
■日　程：平成 24 年 1 月 13 日～ 3 月末（毎週金曜日：
　全 11 回）午前 11 時～午後 4 時 30 分（ふれ愛センター
　出発から解散まで）
■場　所：クワハウス白浜（白浜町）
■対象者：65 歳以上の方で、介護認定を受けられていな
　い方
＊必ず主治医の情報提供書が必要です（費用は実費とな
　ります）
■内　容：・プールでのエクササイズ
　　　　　・大広間での腰痛体操や肩こり体操など
■利用料：昼食代８００円／回
　（申し込み時にスポーツ保険料８１０円が別途必要です）
■服装・準備物：水着（レンタルされる方は１００円／
　回）・着替え・フェイスタオル・バスタオル・お茶また
　はスポーツ飲料
■定員：２５名（希望者多数の場合は優先度で判断します）
■申込締切：１２月２２日（木）まで（お早めにお願い
　します）
■申込・お問い合わせ：保健福祉課　地域包括支援セン
　ター℡ 74 － 8065（土日祝日除く 8：30 ～ 17：30）

「
１
人
で
も
雇
っ
た
ら　

　

入
ろ
う　

労
働
保
険
」

　役場の一般業務は、
12月28日（水）までです。
12月29日（木）から1月3日（火）まで
休みになりますので、ご了承ください。

〔休みの間は、職員が交代で日直にあた
ります。〕
　新年の業務は、1月４日（水）から通常
通り始まります。

新成人の皆さん
１月４日（水）は成人式へ！
紀州南部ロイヤルホテルで
午後12時30分から受付
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※対象のお子さんには案内状（問診票同封）を送ります。

12月13日（火）
平成22年10月・11月生まれのお子さんと、
1～2歳未満及び来年度新入学で未接種のお子さん

13：00～13：20麻しん風しん混合（1期）

12月15日（木）
生後3か月以上6か月未満のお子さん
（やむを得ない場合は1歳まで）

13：00～13：20Ｂ　　　Ｃ　　　Ｇ

（平成22年4月・5月生まれ）

（平成23年1月・7月・8月生まれ）

12月7日（水）

12月14日（水）

13：00～13：301 歳６か月児健診

13：00～13：30４・1 0か月児健診

12月のおひさま広場（保育所開放）

22日（木）10：00～11：00（℡ 75-2044）◆高城保育所
22日（木）10：00～11：00（℡ 72-4520）◆南部保育所
20日（火）10：00～11：00（℡ 72-2371）◆愛之園保育園

22日（木）10：00～11：00（℡ 76-2251）◆清川保育所

クリスマス会

15日（木）10：00～11：00（℡ 74-3022）◆上南部保育所
外で自由遊び

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～
12月２日（金）・９日（金）・16日（金）18：00～21：00
いきいき講座「癒しのストレッチ教室」　～ふれ愛センター～

12月７日（水）・14日（水）19：00～21：00

「マタニティー＆ベビーサロン」

◆日　時：12月20日（火）13：30～15：00
◆場　所：こひつじランド（愛之園保育園内）
◆対　象：妊婦または小さなお子さんの保護者
◆内　容：①楽しくおしゃべり
　　　　　②出張！なんでも相談　等

　対象者の方には、５月に「無料クーポン券」を郵送し
ています。
　クーポン券を使って、ぜひこの機会に子宮・乳房検診
を受けてください。
　クーポン券の有効期間は、平成２４年３月３１日まで
です。

子宮がん、乳房検診の「無料クーポン券」で
もう検診を受けましたか？

子宮がん、乳房検診の「無料クーポン券」で
もう検診を受けましたか？

9：00～10：30堺漁港→11：30～13：00ミナベ
化工㈱様→14：30～16：30はあと館前（片町）

9：30～12：00／13：00～16：00
バリューハウス南部店様前

　　　　　　　　　　　　　　　献血の際、恐れ
入りますが、献血カードまたは本人であることを証明
できるもの（運転免許証など）を、ご持参ください。

12月19日（月）（南部ライオンズクラブ・町共催）

1月3日（火）（南部ライオンズクラブ・町共催）

（１２月３０日～１月３日）

（田辺市高雄一丁目・田辺市民総合センター内、℡26－4909）
◆診療科目　内科・小児科・歯科の応急診療
◆受付時間　9：00～11：30、13：00～17：00

歯(し)あわせ教室のご案内

～しあわせ・元気の源は、
　　　　　お口の健康（健口）から～

◆日　時：12月７日（水）14：00～16：00
◆場　所：はあと館　２階
◆対　象：65才以上の方
◆内　容：藤田歯科診療所　藤田先生のお話
　　　　　歯科衛生士さんの実習・体操など
　　　　　アンケート
◆持ち物：タオル、歯ブラシ・手鏡（あればで結構です）

＊問い合わせは地域包括支援センター（℡74－8065）へ

プレママ＆フレッシュママ交流事業

◆日　　時：12月13日（火）13：30～15：00
◆場　　所：ふれ愛センター
◆対　　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
◆受付期間：12月１日（木）～12月９日（金）
　　　　　※申し込みが必要です（先着20名程度）
◆持ち物：タオル1～2枚、バスタオル1枚
◆申込先：こひつじランド
　　　　　（愛之園保育園内）（℡72－2371）

『ベビーマッサージ』
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１２月の消費生活相談会
９日（金）13：00～16：00
第１庁舎で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

１２月の人権・行政・登記相談
7日（水）13：30～15：30
第１庁舎で
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

１２月の県による巡回職業相談
22日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

１２月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

デジタル放送の日
世界エイズデー
省エネ総点検の日

国際障害者デー

世界人権デー

食育の日

製品安全点検日

官公庁仕事納め

◆高城小3年生、スーパー見学

◆高城保・清川保、交通安全教室

◆愛之園保すみれ組
　ゆうゆう館訪問
◆高城小5・6年生
　しめ縄・わら草履作り
◆岩代小、クリスマス集会
◆高城中、球技大会
◆献血（9：00～10：30堺漁港/
　11：30～13：00ミナベ化工㈱様
　/14：30～16：30はあと館前）

◆愛之園保すみれ組、クッキング
◆消防団年末警戒（～30日）

◆上南部保、もちつき大会

◆南部保、クッキング
◆高城保、園外保育
◆岩代小、交流学習
◆12月議会開会（予定）
◆麻しん風しん混合（１期）
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆プレママ＆フレッシュママ交流
　事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆南部幼年長児、ゆうゆう館訪問
◆愛之園保すみれ組、虹訪問
◆高城保、クッキング
◆おひさま広場（保育所開放）
　クリスマス会（10：00～・愛之園保）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・愛之園保）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～）

◆上南部中、学校安全教室

◆献血
　（9：30～12：00、13：00～16：00
　バリューハウス南部店様前）

◆清川保・南部保、もちつき大会
◆上南部保、クッキング
◆高城保、梅の里園訪問
◆清川小、校内マラソン大会
◆南部小、人権作文発表会
　（低学年）
◆岩代小、ふれあい作文発表会
◆1歳６か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・第１庁舎）
◆歯あわせ教室（14：00～・はあと館）

◆4・10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆白梅幼、クリスマス会

◆各保育所、保育納め
◆し尿収集、今年最終日

官公庁仕事始め

◆成人式（受付開始12：30～
　紀州南部ロイヤルホテル）
◆ごみ・し尿収集開始

◆愛之園保、ｅｃｏ孫爺
◆上南部小、校内マラソン大会
◆パッチワーク作品展
　（～8日・ゆめよみ館）
◆年末調整説明会
　（御坊税務署主催）
　（13：30～・JAみなべいなみ本所）

◆高城保、もちつき大会
◆高城小、ふれあい作文発表会
◆南部小、人権作文発表会
　（高学年）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～）

◆上南部保年長児
　ゆめよみ館訪問
◆上南部中、校内マラソン大会
◆おひさま広場（保育所開放）
　外で自由遊び（10：00～・上南部保）
◆ＢＣＧ（13：00～・ふれ愛センター）

◆各保育所、平常保育始まり

◆清川保、クッキング
◆愛之園保、誕生会＆Ⅹ'mas
　バイキングパーティー
◆上南部保、クリスマス会
◆おひさま広場（保育所開放）
　クリスマス会（10：00～/南部保
　・高城保・清川保）
◆南部幼・白梅幼・各小中学校、
　終業式
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

◆高城小、校内マラソン大会

◆高城保、お弁当作り
◆消費生活相談会
　（13：00～・第１庁舎）

◆南部幼、クリスマス会
◆高城保、おでんパーティー
◆南部長寿大学、
　（地域学習・南部公民館）
◆第9回育児講座
　ハッピー☆クリスマス会
　（10：00～・ふれ愛センター）

◆プラムコーラス主催
　第９回クリスマスコンサート
　（14：00～・南部公民館）

◆ごみ収集、今年最終日
  （ごみ焼却場への直接持ち込み
　 午後3時まで受付）

◆南部幼、お餅つき
◆高城保、発表会
◆清川小、学習発表会
◆清川中、
　ＰＴＡ環境整備・廃品回収
◆町内マラソン大会
　（9：00集合、9：40スタート、
　須賀神社前発着）

◆南部幼、ふれあいの日
◆町なわとび大会
　（9：00～・上南部小体育館）
◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆南部幼、マジックショー
◆白梅幼、園開放日
◆愛之園保、クリスマス礼拝・祝会

◆ひかり保、終了式
◆南部中吹奏楽部、
　ゆうゆう館クリスマスコンサート
◆冬休みおはなし会
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆青年クラブみなべ主催、
　サンタクロース大作戦inみなべ

◆町防災訓練
　（高城・清川地区を除く）
　＊朝8時の避難放送と
　サイレンを合図にご参集下さい
◆白梅幼、おゆうぎ会（発表会）
◆清川保、発表会
◆連合保護者会教育講演会
　（13：30～･生涯学習センター）

◆ひかり保、おゆうぎ会
◆清川中、ふれ愛文化祭
　（清川保、園児参加）
◆高城小ＰＴＡ
　空き瓶・アルミ缶回収

◆南部中、文化祭

◆うめ振興館開館（～３日）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
はあと館（片町）で

暮らしなんでも相談（町社協）

１２月の田辺年金事務所年金相談
10日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設
各納期　国民健康保険税（普
通徴収6期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収6期）

納期
介護保険料（普通徴収6期）

天皇誕生日

元日

◆共同募金運動
◆歳末たすけあい運動
◆ＮＨＫ海外たすけあい
◆大気汚染防止推進月間
◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止推進月間

◆統計調査票提出促進月間（～28日）
◆雪崩防災週間（1日～7日）
◆障害者週間（3日～9日）
◆人権週間（4日～10日）
◆北朝鮮人権侵害問題啓発週間（10日～16日）
◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）
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◆ひかり保、おゆうぎ会
◆清川中、ふれ愛文化祭
　（清川保、園児参加）
◆高城小ＰＴＡ
　空き瓶・アルミ缶回収

◆南部中、文化祭

◆うめ振興館開館（～３日）

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
はあと館（片町）で

暮らしなんでも相談（町社協）

１２月の田辺年金事務所年金相談
10日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設
各納期　国民健康保険税（普
通徴収6期）/後期高齢者医療
保険料（普通徴収6期）

納期
介護保険料（普通徴収6期）

天皇誕生日

元日

◆共同募金運動
◆歳末たすけあい運動
◆ＮＨＫ海外たすけあい
◆大気汚染防止推進月間
◆脱スパイクタイヤ推進月間
◆地球温暖化防止推進月間

◆統計調査票提出促進月間（～28日）
◆雪崩防災週間（1日～7日）
◆障害者週間（3日～9日）
◆人権週間（4日～10日）
◆北朝鮮人権侵害問題啓発週間（10日～16日）
◆海外安全・パスポート管理促進キャンペーン（～3月20日）
◆冬の省エネキャンペーン（～3月31日）


